
    
 
        

 県中学生学校給食献立コンクールで最優秀賞を受けた 2 年影田

結美菜さんのメニューが 24 日、川北町の小中学校で提供されまし

た。献立は、「イチジクみそカツ」「トマトと豚肉和風スープ」「小

松菜と油揚げの炊き込みご飯」「ブロッコリーのカラフルマヨネー

ズ和え」「かぼちゃプリン」で、うま味成分を意識したものでした。 

 前町長をはじめ、来賓の方々も絶賛のおいしさでした。すべて

の献立で季節感と地元愛が感じられ、心も体も温まりました。 

２年生７９人が立志式を迎えました。江戸時代以前の元服（成人式）です。

先ずは、大西翔真君の主唱で町民憲章を唱和しました。その後、町長より、

この節目に将来を考える機会を持ちましょうと式辞をいただき、西 優翔君

が代表で記念品を拝受しました。鶴谷文音さんが代表謝辞で、生まれ育った

郷土を愛し、新たな一歩を踏み出したいと述べました。 

記念講演は、「未来を担う君たちへ」北陸大学教授 藤岡慎二氏でした。 

同氏は、大学卒業後地域活性の会社を起業し、人口減少の隠岐島の高校を都

会からも人が集まる進学校に大変身させました。過疎を日本の未来の最先端

と発想を転換して、最先端事業の展開というワクワク感に変えました。①縁

に乗る②自分の選択を答えにする③自分の価値観を言葉にする、とっておき

の夢を実現する方法についても、紹介いただきました。会場からの質疑で、

勇気は小さいことの積み上げによる自信だとアドバイスをいただきました。 

川北郵便局より、加藤和紙製雁皮紙の「夢

やぶれない合格しおり」を３年生 86 名にい

ただきました。早速、私立入試に持参し、普

段の実力発揮のお守りとしました。 

地域の方々の応援ももらって、公立入試の

突破、将来の夢の実現につなげていきます。 
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３年生ラストスパート！ 
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３年生話し方レッスン 講師 寺田明子氏     2020/1/10  

 高校進学を控えた３年生向けに、話し方レッスンがありまし

た。第一印象は 0.5 秒で決まる。話し方＝ドレミファソのソの音

からはじめる（ちょっと高め）。伝えたいことをしゃべる前に、0.5

秒間をおく。面接の時は誰でも緊張する。このような機会をもら

ったうれしさを前面に出し、ドキドキをワクワクに変える。話す

内容より、表情、声のトーンで９３％が決まる。面接に向けて、

また高校での新しい友達づくりにちょっと自信がつきました。 


